
●詳細は次のホームページでご覧ください。

　国土交通省　　　　　　　　　　　　　http://www.mlit.go.jp/
「住宅の品質確保の促進等に関する法律」コーナー　https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/jutakukentiku_house_tk4_000016.html
　一般社団法人住宅性能評価・表示協会　http://www.hyoukakyoukai.or.jp/

編集協力　国土交通省住宅局住宅生産課　　　　　電話　03-5253-8111（代表）
発　　行　一般社団法人住宅性能評価・表示協会　電話　03-5229-7440

第三者機関の評価員が性能をチェックするので安心

万一のトラブルにも専門機関が対応してくれるので安心

●　空気中のホルムアルデヒド等の化学物質の濃度などを測定します。
●　また、住宅の中にどのような換気対策がとられているかについても評価します。
●　住戸における飛散のおそれのある吹き付け石綿、吹き付けロックウールの有無を表示します。
●　空気中の石綿の粉じん濃度などを測定します。

住宅紛争処理支援センター
（（公財）住宅リフォーム・紛争処理支援センター）

6. 空気環境に関すること（シックハウス対策、石綿の有無等）

5. 温熱環境・エネルギー消費量に関すること

7. 光・視環境に関すること（窓の面積等）

8. 高齢者等への配慮に関すること

9. 防犯に関すること
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○このパンフレットは、平成28年4月1日施行法令に基づき作成しました。 　　　

●詳細は次のホームページでご覧ください。

平成30年5月30日施行版
※平成30年5月30日施行法令に基づき作成しました。



個別性能に関することにおける性能表示事項について
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住まいの劣化や不具合が分かります

9分野の概要

●　既存住宅の場合、新築住宅を対象とした性能表示事項（10分野33項目）のうち、劣化事象等による影響を
何らかの形で反映でき、技術的に信頼度をもって評価が可能な事項に限定して9分野28項目と、既存住
宅のみを対象とした2項目が設定されています。

●　これらの事項は、事項ごとに選択事項となっていますので、評価申請の際には事項ごとに希望するかどう
か明示していただく必要があります。

●　既存住宅用の基準でも、基本的には※等級の設定など表示方法は新築住宅用の基準と同一になっていま
す。

4. 維持管理・更新への配慮に関すること（配管の清掃や補修、共用排水管の
更新のしやすさ）

1. 構造の安定に関すること
  　（地震などに対する強さ）

2. 火災時の安全に関すること

3. 劣化の軽減に関すること

 ■ 個別性能に関する性能表示事項（９分野の概要）
１．構造の安定に関すること（地震などに対する強さ）

地震などが起きた時の倒壊のしにくさや損傷の受けにくさを評価します。
２．火災時の安全に関すること

住宅の中で火事が起きたときに、安全に避難できるための、燃え広がりにくさなどを評価します。
３．劣化の軽減に関すること

住宅に使用される材料の劣化の進行を遅らせるための対策が講じられている程度を評価します。
４．維持管理・更新への配慮に関すること（配管の清掃や補修、共用排水管の更新のしやすさ）

水道管や排水管といった配管の点検や清掃のしやすさ、補修のしやすさなどを評価します。
５．温熱環境・エネルギー消費性能に関すること

外皮（外壁、窓など）の断熱性能、冷房期に日射を遮蔽する対策など、住宅外皮の省エネ性能に
ついて評価します。外皮の性能に加え、暖冷房、換気、給湯、照明などの設備の省エネ性能や太
陽光発電設備などの創エネルギーを総合的に評価します。

６．空気環境に関すること（シックハウス対策、石綿の有無等）
空気中のホルムアルデヒド等の化学物質濃度などを測定します。

７．光・視環境に関すること（窓の面積等）
東西南北及び上方の５方向について、窓がどのくらいの大きさで設けられているのかを評価します。

８．高齢者等への配慮に関すること
高齢者や障害者などが暮らしやすいような配慮がどの程度されているかを評価します。

９．防犯に関すること
住宅の開口部に防犯性能の高いドア・サッシ等を用いているか否かを表示します。

住まいの性能が分かります

●　評価を受ける性能表示事項は、個別に選択できます。

安心・納得して既存住宅の売買ができます

適切な維持管理や修繕・リフォームに役立ちます

申し込みはだれでも可能です

15　既存住宅の住宅性能表示制度ガイド

すべての住宅が対象です

ここでいう新築住宅は、建築後1年未満で、誰も住んだこと

がない住宅のことをいいます。


